














昨年の報告においては,筆者が日大板橋病院において診療を行っている重障児 7 例に対し

ての日大病院訪問看護室のメンバーによる訪問看護と,東京都重症心身障害児協議会によ

る在宅重症心身障害児健診班の大要について述べ,さらにその前提として,角田博士の研究

より日本人の物の考え方の特異性を指摘した。 

本報告ではこれらの三つの部分をさらに詳細に分析して述べることにする。 


